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田嶋 俊雄（田島 俊雄）（1949- 

 

【専門分野】中国経済、産業経済 

【社研在任期間】1984年 4月～2014年 3月 

【名誉教授就任】2014年 6月 

【経歴、及び社研在任中の活動の概要、業績一覧】については 

社研年報No.51(199頁～204頁）をご覧ください。 

http://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/report/51.html 

 

【名誉教授就任後の活動】2017年 11月 1日現在 

 

〈職歴〉 

2014年 4月～ 大阪産業大学経済学部教授 

 

〈学会・社会における活動〉 

2014年 4月～ 大阪産業大学アジア共同体研究センター運営委員 

 

〈主な研究業績〉 

著書： 

1.『中国の雑豆需給と対外貿易 公益財団法人日本豆類協会受託研究 研究成果報告』、

2014年 3月、pp.248。 

2. 江小涓等著（丸川知雄らと共著）『中国体制転軌中的増長、績効与産業組織変化―対中国

若干行業的実証研究』（陳昕主編、当代経済学系列叢書、格致出版社・上海三聯書店・

上海人民出版社、2015年 4月）（1999年刊の同名書の再版）、pp.236。 

3.（張馨元、李海訓と共編著）『アズキと東アジア 日中韓台の域内市場と通商問題』御茶

の水書房、2016年 3月、pp.326。 

4. （富澤拓志・小林篤史と共編）『アジアにおける経済関係の緊密化と国際分業』大阪産業

大学アジア共同体研究センター、2017年 3月、pp.174。 

5.（池上彰英と共編著）『WTO 体制下の中国農業・農村問題』東京大学出版会、2017 年 8

月、pp.400。 

 

論文： 

1.「山本報告ほかに対するコメント」『近代東アジア土地調査事業研究 ニューズレター』

第 5号、大阪大学文学研究科片山剛研究室、2014年 3月、pp.77-79。 

2.「「雑豆需給と日・中・台湾の雁行形態的通商関係」によせて」『中国研究月報』第 68 巻

第 6号（2014年 6月）、pp.1-2。 

http://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/report/51.html


2 

 

3.「東アジアの土地調査事業をいかなる枠組みで捉えるか」『近代東アジア土地調査事業研

究 ニューズレター』第 6号、大阪大学文学研究科片山剛研究室、2015年 3月、pp.121-

124。 

4.（大坪慶之と）整理・編集「江丙坤博士に対するインタビュー」『中国研究月報』第 69巻

第 3号（2015年 3月）、pp.4-16。 

5.「中国の雑豆生産と対外貿易:日本は中国産小豆をいつまで輸入できるか」『豆類時報』

No.79（2015年 6月）、pp.45-59。 

6.「中国農業の現状をどうとらえるか」『農業と経済』第 81巻第 11号（2015年 12月臨時

増刊号「世界をゆるがす中国農業――食料需給の現状、農業構造改革、農村問題に迫

る」）、pp.1-5。 

7. 「『アズキと東アジア』を語る」『中国研究月報』第 70巻第 3号（2016年 3月号）、pp.45-

48。 

8.「日本占領下の華北セメント産業」『日本植民地研究』第 29 号、2017 年 6 月、pp.1-21。 

 

〈ウェブ情報〉 

1.「ようこそ田島俊雄のＨＰです。東アジア・中国・台湾経済研究のページ」 

http://tiandao-junxiong.eco.coocan.jp/ 

 

http://tiandao-junxiong.eco.coocan.jp/

